
伝統班 3 月 月一論文（英語） 

担当：K9 稲田優花 

 

『Short-term rentals and the housing market : Quasi-experimental evidence from Airbnb in 

Los Angeles』 

Hans R.A. Koster, Jos van Ommeren, Nicolas Volkhaussen 

Journal of Urban economics, 124(2021) 103356 

 

要約 

Airbnb に代表されるオンライン短期賃貸（STR）プラットフォームは目覚ましい成長を

遂げている。本研究では、STR プラットフォームが住宅市場に与える影響について、準実

験的な研究を行った。ロサンゼルス郡の 88 市のうち 18 市は、短期レンタルを厳しく制限

するホームシェアリングに関する条例を制定している。 

分析手法は、パネル回帰非連続性デザインを採用、市町村の境界線上に配置した。 

結果として、条例によってリスティングは 50％減少し、住宅価格は 3％減少した。さら

に差分推定では、条例によって家賃が 3％減少していることがわかった。これらの推計は、

観光客にとって魅力的な地域の不動産価値に Airbnbが大きな影響を与えることを示唆して

いる（例:LA ダウンタウンから 2.5km 圏内で 10％）。 

 

感想 

 回帰不連続デザインが採用された論文を読むことが出来て非常に面白かった。（回帰不連

続デザインは政策の前後での変化など、扱う場面が非常に難しいため） 

 今年度、ホテル宿泊業に関する論文を執筆する予定なので読んだのだが、確かに Airbnb

などの民泊は、宿泊業だけでなく、不動産業界にも影響を与えそうだと思った。こういった

民泊サービスなどに関する実証研究を目にしたことが無かったので、分析手法、仮説など参

考になる点が多かったと思う。このジャーナルには各地の Airbnb の実証論文が非常に多か

ったので、他のものもぜひ読んでみたい。 


